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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 (A1ST)Z 独 
立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 (NITE) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 制定すべき との 申出 
が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISS0014 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 （参考） 報知 音の 音 圧 レベルの 測定 及び 設定の 例 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
消費生活 製品の 報知 音 一 
妨害 音 及び 聴覚の 加齢 変化 を 考慮した 音 圧 レベル 

Guidelines for the elderly and people with disabilities- 
Auditory signals on consumer products— 
Sound pressure levels of signals for the elderly and in noisy conditions 

序文 現在， 消費者 は， 電気 • 電子 機器， 情報通信 機器， OA 機器， 燃焼 機器， 玩具， 衛生設備 機器， 健康 
器具な どに おいて， 報知 音 を 使用した 様々 な 消費生活 製品に 囲まれて いる。 これらの 報知 音 は， 加齢に 伴 
う 使用者の 聴力 低下 及び 妨害 音の 影響に よって 聞き取り にく くなる ことがある。 この 規格 は， 聴力の 低下 
した 高齢者 を 含む 製品の 使用者に とって 適切に 聞き取れる 報知 音 を， 妨害 音の 有無 を 考慮して 設計す る 際 
の 指針 （推奨 事項） として とりまとめた ものである。 この 規格の 適用に 当たって は， 製品の 種類 及び その 
他の 条件に 応じて， 規定 項目 を 適宜 選定で きる。 また， この 規格 は， 設備 用， 業務 用， 専門家 用な どの 特 
殊な 用途に 使用す る 機器 は 対象と していない。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 視覚 障害者， 加齢に 伴う 視力 及び 聴力の 衰えが 見られる 高齢者 を はじめと す 
る 消費生活 製品の 使用者に とって 適切な 大きさに 聞き取れる 報知 音の 音 圧 レベルの 範囲 を， 妨害 音の 有無 
を 考慮して 設定す るた めの 指針 （推奨 事項） について 規定す る。 ただし， 火災 報知 音， ガス 漏れ 警報音， 
防犯 警報音な ど 他の 法令 等で 規制され ている もの， 及び 電子 チャイム， 音声 ガイド 並びに 電話機な どの 通 
信 機器 特有の 音 は 除く。 

備考 1. 報知 音 は， 製品と 同じ 室内 又は 壁な どで 遮られない 隣室で 聞く 音 を 対象と する。 

2. 一般に 使用され ている 周波数が 一定の 報知 音 （ビープ 音と も 呼ばれる。） を 対象と する。 

3. 周波数 変化 音， メロ ディな ど を 用いる 場合に おいても， この 規格に よる ことが 望ましい。 

4. へッ ド ホン 又は イヤホン を 通して 聞く 報知 音， 及び 発音 体と 耳が 非常に 近接した 状態で 聞く 
報知 音 は 除く。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JISC 1502 普通 騷音計 
JISC 1505 精密 騒音 計 

J IS C 1513 音響 • 振動 用ォク 夕 一 ブ 及び 1/3 ォク 夕一 ブ バン ド 分析 器 
JIS S 0013 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 報知 音 
JTSZ8106 音響 用語 
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JISZ8731 環境 騒音の 表示. 測定 方法 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISS0013 及び JISZ8106 による ほ 力、， 次に よる。 

a) 妨害 音 設計す る 報知 音の 聞き取りに 最も 大きな 影響を及ぼす 可能性の ある 製品 動作 音 又は 生活環境 

立 

b) 製品 動作 音 設計す る 報知 音 を 組み込んだ 消費生活 製品の 動作に 伴って 発生す る 音。 

c) 生活環境 音 設計す る 報知 音 を 組み込んだ 消費生活 製品 を 使用す る 室内 又は 壁な どで 遮られない 隣室 
で 発生す る 音。 これに は， 生活 者の 動作に 伴って 発生す る 音 （例えば， 台所での 皿洗いの 水 音） 又は 
設計す る 報知 音 を 組み込んだ 製品 以外の 製品の 動作 音 （例えば， 掃除機の 動作 音） が 含まれる。 

d) 暗 騒音 測定 場所に おける 測定 対象と する 音 （報知 音 又は 妨害 音） 以外の すべての 音。 
備考 生活環境 音のう ち， 妨害 音と して 測定 対象と しない 音 は， 暗 騒音と する。 

4. 記号 この 規格で 用いる 記号 は， 次に よる。 

a) L S ， A ： 報知 音の A 特性 音 圧 レベル （dB)。 

b) I N , A ： 妨害 音の A 特性 音 圧 レベル （dB)。 

c) L s ，。 ct : 報知 音の オクターブ バンド レベルの うち， 最大の 値 を もつ 周波数 バンドの レベル （dB)。 

d) ん N ， uct : ん と 同じ 周波数 バンドに おける 妨害 音の オクターブ バンド レベル （dB)。 

e) l s?l/3oct ： 報知 音の 1/3 オクターブ バン ドレ ベルのう ち， 最大の 値 を もつ 周波数 バン ドの レベル （dB)。 

f) な， 1/3 。 ct ： l s , 1/3 。 ct と 同じ 周波数 バン ド における 妨害 音の 1/3 オクターブ バン ドレ ベル （dB)。 

5. 報知 音の 音 圧 レベルの 測定 方法 

5.1 測定装置 測定装置 は， 次に よる。 

I 測定に は， JISC 1502 に 規定す る 普通 騒音 計， 又は JISC 1505 に 規定す る 精密 騒音 計 （以下， 騷音計 

という。） を 用いる。 

b) オクターブ バンド 分析 及び 1/3 オクターブ バンド 分析 を 行う 場合に は， J1SC 1513 に 規定す る 分析 器 

を 用いる。 

5.2 測定 場所 測定 場所 は， 次に よる。 

a) 測定 は， 製品 を 設置す る 面 以外の 反射が できるだけ 少ない 室内で 行う。 

b) 製品 は， できるだけ 丈夫な 台 又は 床の 上に 設置す る。 4 

備考 1. 壁に 掛けるな ど， 製品に 特有の 設置 方法が ある 場合に は， その 方法に 従って 設置す る。 

2. 手に 持って 使用す る 製品 及び 発音 体が 組み込まれた リモート コン トロール 装置 を 測定 対象 と 
する 場合に は， 平面 上に 置かず， 適切な 支持 具で 支えても よい。 

c) 暗騷音 は， 5.4 a) 又は 5.4 b) に 規定す る 方法で 測定した ときに， その 方法で 測定した 報知 音の 音圧レ 
ベルより も 10dB 以上 低く なければ ならない。 

5.3 測定 点の 位置 測定 点の 位置 は， 次に よる。 

a) マイクロ ホン は， 製品の 使用者が 手 を 伸ばして 製品 を 操作 するとき の 使用者の 頭部 中心に 相当す る 位 
置で， 製品の 操作 部に 向けて 置く。 このと きの マイクロ ホンと 製品の 操作 部との 距離 は， 500 mm と 

する。 

b) 測定 点の 位置 は， 製品の 前面に 操作 部が ある 場合， 製品の 上部に 操作 部が あ' る 場合， 及び 壁な どに 製 
品の 操作 部 又は リモートコントロール 装置が ある 場合の それぞれ に応じて， 図 1 のように 定める。 た 
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だし， 図 1 に 示す 測定 点の 位置が， 製品の 構造に よって 製品 操作 時の 使用者の 頭部 中心と 大きく 異な 
る 場合に は， 図 1 以外の 適切な 位置 を 測定 点と 定めても よい。 



a) 製品の 前面に 操作 部が ある 場合 

(側面図） （正面図） 

マイクロ ホン マイクロ ホン 



単位 




b) 製品の 上面に 操作 部が ある 場合 

マイクロ ホン 

(側面図） 




；) 壁な どに 製品の 操作 部 又は リ= 
コントロール 装置が ある 場合 



(側面図） 




図 1 報知 音の 測定 点の 位置 
5.4 音 圧 レベルの 測定 音 圧 レベルの 測定 は， 次に よる。 

a) A 特性 音 圧 レベルの 測定 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に おいて， 7.2 a) の 方法 を 用いる 場合に は， 次 

による。 

1) 報知 音 は， 使用され る 製品の 内部に 発音 体 を 組み込んだ 状態で 鳴らす。 このと き， 製品の 動作 は 休 
止す る。 



5 

4 
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2) 騷音 計の 周波数 重み 付け 特性 は， A 特性と する。 また， 時間 重み 付け 特性 は， F とする。 

3) 報知 音 は， 連続 的に 発音す る。 やむ を 得ず 0.5 秒 以下の 短い 音で 発音す る 場合に は， 騒音 計の 指示 
の 最大値 を 読み取る。 

4) 測定 は， 4 回 繰り返して 行い， 各回の 騒音 計の 指示 値 を 読み取る。 それらの 指示 値の 平均 を/: s , A (dB) 

とする。 

5) 暗 騒音 は， 測定 点の 位置で 測定す る。 このと き， 報知 音の 発音 及び 製品の 動作 は 休止す る。 

b) オクターブ バンド レベル 又は 1/3 オクターブ バンド レベルの 測定 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に おい 
て， 7.2b) 又は 7.2c) の 方法 を 用いる 場合に は， 次に よる。 

' 1) 報知 音 は， 使用され る 製品の 内部に 発音 体 を 組み込んだ 状態で 鳴らす。 このと き， 製品の 動作 は 休 

. 」 とする。 

2) 騒音 計の 周波数 重み 付け 特性 は， 平たん 特性と する。 また， 時間 重み 付け 特性 は， F とする。 

3) 報知 音 は， 連続 的に 発音す る。 やむ を 得ず （X5 秒 以下の 短い 音で 発音す る 場合に は， オクターブ バ 
ン ド 分析 器 又は 1/3 オクターブ バン ド 分析 器の 指示の 最大値 を 読み取る。 

4) 測定 は， 4 回 繰り返して 行い， 各回の オクターブ バンド 分析 器 又は 1/3 オクターブ バンド 分析 器の 指 
示 値 を 読み取る。 それらの 指示 値の 平均 をと り， 最大の 音 圧 レベル を 示す 周波数 バンドの 値 を それ 
ぞれ /: s ，。 ct (dB) 又はん s , l/3 。 ct (dB) とする。 

5) 暗 騒音 は， 測定 点の 位置で 測定す る。 このと き， 報知 音の 発音 及び 製品の 動作 は 休止す る。 

6. 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法 

6.1 測定装置 測定装置 は， 次に よる。 

a) 測定に は， JIS Z 8731 に 規定す る 等価 騒音 レベル を 測定 可能な 積分 平均 形 騷音計 を 用いる こ とが 望ま 

しい。 

b) オクターブ バン ド 分析 又は 1/3 オクターブ バン ド 分析 を 行う 場合に は， J1S C 1513 に 規定す る 分析 器 

を 用いる。 

6.2 測定 場所 測定 場所 は， 次に よる。 

a) 製品 動作 音 を 測定 対象と する 場合に は， 製品 を 設置す る 面 以外の 反射が できるだけ 少ない 室内で 行う。 

b) 生活環境 音 を 測定 対象と する 場合に は， 一般的な 住居 内 又は 住居 を 摸した 室内で 行う。 

c) 暗騷音 は， 6.4 a) 又は 6.4 b) に 規定す る 方法で 測定した ときに， その 方法で 測定した 報知 音の 音圧レ 
ベルよ り も それぞれ 10 dB 以上 低く なければ ならない。 

6.3 測定 点の 位置 測定 点の 位置 は， 次に よる。 

a) 製品 動作 音 を 測定 対象と する 場合， マイクロ ホン は， 図 1 に 示す 製品 使用 時の 使用者の 頭部 中心に 相 
当す る 位置で， 製品の 操作 部に 向けて 置く。 報知 音の 測定に おいて 図 1 以外の 位置 を 測定 点と 定めた 
場合に は， それと 同じ 位置 を 測定 点と する。 

b) 生活環境 音 を 測定 対象と する 場合， マイクロ ホン は， 生活環境 音 を 聴取す る 使用者の 頭部 中心に 相当 
する 位置で， 音源の 方向に 向けて 置く。 

参考 流し台で 皿 を 洗う 水 音 及び こんろで 調理 をす る 音 を 測定 対象と する 場合に は， それぞれ 参考 図 
1 に 示す 位置 を 測定 点と 定める ことができる。 また， 壁 を 隔てた 別室で 聞く ことが 想定され る 
報知 音の 場合に は， 別室の 適切な 位置 を 測定 点と して 定め， 6.4 の 方法で 測定す る ことによって， 
7.2 の 方法 を 参考に して 報知 音の 音 圧 レベル を 設定す る こ とがで きる。 



^作 権 法に より 無断での 複製， '呍載 等 は禁 は: されて おります。 



a) 流し台で 皿 を 洗う 音の 場合 



マイクロ ホン 
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b) こんろで 調理 をす る 音の 場合 



500 



マイクロ ホン 




なべ 



ま, 



：んろ 



参考 図 1 生活環境 音の 測定 点の 位置 
6.4 音 圧 レベルの 測定 音 圧 レベルの 測定 は， 次に よる。 

a) A 特性 音 圧 レベルの 測定 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に おいて， 7.2 a) の 方法 を 用いる 場合に は， 次 

による。 

1) 対象と する 妨害 音 を 発生 させ， その 音 を 測定す る。 

2) 対象と する 妨害 音が 大きな 時間 変動 を 伴う 場合に は， 最も 典型的な 音が 発生す る 区間 を 測定 対象と 

する。 

3) 騷音 計の 周波数 重み 付け 特性 は， A 特性と する。 また， 時間 重み 付け 特性 は， F とする。 

4) 測定 時間 は， 少なく とも 15 秒と する。 

5) 測定 者 は， 測定に 当たって， 妨害 音 を 遮るな ど 測定値に 影響 を 与える ことのな いよう 十分 注意し な 
ければ ならない。 

6) 測定 は， 4 回 繰り返して 行い， 各回の 騒音 計の 指示 値 を 読み取る。 それらの 指示 値の 平均 をん N ， A (dB) 

とする。 

備考 積分 平均 形 騒音 計 を 用いて エネルギー 平均値 を 測定す る ことが 望ましい。 

7) 暗 騒音 は， 測定 点の 位置で 測定す る。 このと き， 妨害 音の 発生 は 休止す る。 

b) オクターブ バンド レベル 又は 1/3 オクターブ バンド レベルの 測定 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に おい 
て， 7. 2 b) 又は 7.2 c) の 方法 を 用いる 場合に は， 次に よる。 

1) 対象と する 妨害 音 を 発生 させ， その 音 を 測定す る。 

2) 対象と する 妨害 音が 大きな 時間 変動 を 伴う 場合に は， 最も 典型的な 音が 発生す る 区間 を 測定 対象と 

する。 



お 作椭 法に より 無断での 複製， %视 等 は 禁止され ており ます。 
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3) 騒音 計の 周波数 重み 付け 特性 は， 平たん 特性と する。 また， 時間 重み 付け 特性 は， F とする。 

4) 測定 時間 は， 少なく とも 15 秒と する。 

5) 測定 者 は， 測定に 当たって， 妨害 音 を 遮るな ど 測定値に 影響 を 与える ことのな いよう 十分 注意し な 
ければ ならない。 

6) 測定 は， 4 回 繰り返して 行い， 各回の オクターブ バンド 分析 器 又は 1/3 オクターブ バンド 分析 器の 指 
示 値 を 読み取る。 それらの 指示 値の 平均 をと り， 最大の 音 圧 レベル を 示す 周波数 バンドの 値 を それ 
ぞ れん N ,。 ct (dB) 又はん N ， l/3 。 ct (dB) とする。 

備考 積分 平均 形の 分析 器 を 用いて エネルギー 平均値 を 測定す る ことが 望ま しい。 

7) 暗騷音 は， 測定 点の 位置で 測定す る。 このと き， 妨害 音の 発生 は 休止す る。 

7. 報知 音の 音 圧 レベルの 設定 方法 

7.1 妨害 音 を 考慮し ない 場合 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に 当たり， 想定され る 製品の 使用 環境に おけ 

る 妨害 音の 音 圧 レベルが 著しく 低い など その 影響が 無視で きる 場合に は， 加齢に 伴う 使用者の 聴力 変化 だ 

け を 考慮して， 次の a) 又は b) を 満たす ように 報知 音の 音 圧 レベル を 設定す る。 

なお， 報知 音の 周波数 は 2 500 Hz を 超えない ことが 望ましい （JISS0013 参照）。 ただし， やむ を 得ず 
2 500 Hz を 超える 報知 音 を 用いる 場合に は， 次の a) 又は b) の 方法に よって， 使用者に 適切に 聞こえる 音 
圧 レベル を 設定す る。 

a) オクターブ バンド 分析に よる 方法 オクターブ バンド 分析に よる 設定 は， 次に よる。 

備考 より 精度の 高い 音 圧 レベル 設定 を 行う に は， 7.1b) の 方法に よる ことが 望ましい。 
1) 下限 値の 設定 下限 値の 設定 は， 次に よる。 
1.1) 下限 値 は， 表 1 の 値と する。 



表 1 "，。 et 及びん, 

1/3 oet 

の 下限 値 



中心 周波数 Hz 


250 


500 


1 000 


2 000 


4 000 


レベル dB 


30 


25 


25 


35 


60 



1.2) JISS0013 の 3. (報知 音の パターン） に 規定す る 報知 音の 区分に よる 受付' スタート 音， 基点 音， 
終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） 及び 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 場合に は， 
U) に 規定す る 値よりも 5dB 高く する。 



2) 上限 値の 設定 上限 値の 設定 は， 次に よる。 

2.1) 上限 値 は， 75dB とする。 

2.2) J1SS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） 及 
び 強 注意 音の 場合に は， 2.1) に 規定す る 値よ り も 5dB 高く する。 

b) 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法 】/3 オクターブ バンド 分析に よる 設定 は， 次に よる。 

1) 下限 値の 設定 下限 値の 設定 は， 次に よる。 

1.1) 表 1* の 値 をん s ， 1/3 。 ct の 下限 値と する。 

注 * 表に ない 周波数 バン ド について は， その上 下の 周波数 バン ドの 値から 補間して 音 圧 レベル を 求 
める。 

1.2) J1SS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 受付' スタート 音， 基点 音， 終了 音 （機器から 離 
れて 聞く ことが 多い 場合） 及び 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 場合に は， 1.1) に 規定す る 値 
よりも 5dB 高く する。 

2) 上限 値の 設定 上限 値の 設定 は， 次に よる。 
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2.1) 上限 値 は， 75dB とする。 

2.2) JISS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） 及び 
強 注意 音の 場合に は， 2.1) に 規定す る 値よりも 5dB 高く する。 

7.2 妨害 音 を 考慮す る 場合 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に 当たり， 想定され る 製品の 使用 環境に おける 
妨害 音 及び 加齢に 伴う 使用者の 聴力 変化の 影響 を 考慮す る 場合 は， 次の a) 〜c) のい ずれ か を 満たす よう 
に 報知 音の 音 圧 レベル を 設定す る。 

なお， 報知 音の 周波数 は 2 500 Hz を 超えない ことが 望ましい （JISS0013 参照）。 ただし， やむ を 得ず 
2 500 Hz を 超える 報知 音 を 用いる 場合に は， 次の a) 〜c) の 方法に よって， 使用者に 適切に 聞こえる 音 圧 
レベル を 設定す る。 

a) A 特性 音 圧 レベルに よる 方法 A 特性に よる 報知 音の 音 圧 レベルの 設定 は， 次に よる。 

備考 より 精度の 高い 音 圧 レベル 設定 を 行う 場合に は， 7.2 b) 又は 7.2 c) の 方法に よる ことが 望まし 

い。 

1) 下限 値の 設定 下限 値の 設定 は， 次に よる。 

1.1) 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル は S ， A —ん N , A ) を —5dB 以上に する。 

1.2) JISS 0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 受付 • スタート 音， 基点 音， 終了 音 （機器から 離れ 
て 聞く ことが 多い 場合） 及び 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 場合に は， 1.1) に 規定す る 値よ 
り も 5dB 高く する。 

2) 上限 値の 設定 上限 値の 設定 は， 次に よる。 

2.1) 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （ん S ， A — ん N ， A ) を 15dB 以下に する。 

2.2) 2.1) の 設定の 結果， 上限 値に 当た るん S ， A が 75dB を 超えた 場合に は， 上限 値 を 75dB とする。 

2.3) JISS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 終了 音 (機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合) 及び 
強 注意 音の 場合に は， 2.1) 及び 2,2) に 規定す る 値よりも 5dB 高く する。 

b) オクターブ バンド 分析に よる 方法 オクターブ バンド 分析に よる 報知 音の 設定 は， 次に よる。 
備考 より 精度の 高い 音 圧 レベル 設定 を 行う 場合に は， 7.2c) の 方法に よる ことが 望ましい。 

I) 下限 値の 設定 下限 値の 設定 は， 次に よる。 

II) 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （L s ， QCt —な， QCt ) を， 表 2 の 値 以上に する。 



表 2 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （ん s ， wt — な， 。 et ) の 下限 値 



中心 周波数 Hz 


250 


500 


1 000 


2 000 


4 000 


妨害 音に 対する 相対 
音 圧 レベル dB 














1.2) 1.1) の 設定の 結果， 下限 値に 当た るん s ， Qet が 表 1 の 値 を 下回った 場合に は， U) の 設定 を 適用し な 
い。 この場合， 表 1 の 値 をん s ，。 ct の 下限 値と する。 



1.3) JISS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 受付 • スタート 音， 基点 音， 終了 音 （機器から 離れ 
て 聞く ことが 多い 場合） 及び 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 場合に は， 1.1) 及び 1.2) に 規定す 
る 値よりも 5dB 高く する。 

2) 上限 値の 設定 上限 値の 設定 は， 次に よる。 

2.1) 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （ん s ,。 c 「ん N ， J を 25dB 以下に する。 

2.2) 2 めの 設定の 結果， 上限 値に 当たる"，。 ct が 75 dB を 超えた 場合に は， 上限 値 を 75dB とする。 

2.3) JISS 0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） 及び 
強 注意 音の 場合に は， 2.1) 及び 2.2) に 規定す る 値よ り も 5dB 高く する。 
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c) 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法 1/3 オクターブ バン ド 分析に よる 報知 音の 音 圧 レベルの 設定 は， 
次に よる。 

1) 下限 値の 設定 下限 値の 設定 は， 次に よる。 

妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル a s , 1/3 。 ct - な， 1/3QCt ) を， 表 3* の 値 以上に する。 



表 3 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （I s ， 1/3 。 ft 一な,， /3 。 et ) の 下限 値 



中心 周波数 Hz 


250 


500 


】 000 


2 000 


4 000 


妨害 音に 対する 相対 
音 圧 レベル dB 


10 


10 


10 




10 



1.2) 1.1) の 設定の 結果， 下限 値に 当たる" 1/3 。 ct が 表 1* の 値 を 下回った 場合に は， 1.1) の 設定 を 適用し 

ない。 この場合， 表 1 の 値 をん，,^ ct の 下限 値と する。 



1.3) JISS0013 の 3 ぶ 規定す る 報知 音の 区分に よる 受付 *ス タート 音， 基点 音， 終了 音 （機器から 離れ 
て 聞く ことが 多い 場合） 及び 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 場合に は， 1.1) 及び 1.2) に 規定 
する 値よりも 5dB 高く する。 

2) 上限 値の 設定 上限 値の 設定 は， 次に よる。 

2.1) 妨害 音に 対する 報知 音の 相対 音 圧 レベル （l s ,, /3 。 ct — I N ， 1/3 。 ct ) を 30dB 以下に する。 

2.2) 2.1) の 設定の 結果， 上限 値に 当た るん， 1/3 。 ct が 75dB を 超えた 場合に は， 上限 値 を 75 dB とする。 

2.3) J1SS0013 の 3. に 規定す る 報知 音の 区分に よる 終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） 及び 
強 注意 音の 場合に は， 2.1) 及び 2.2) に 規定す る 値よ り も 5dB 高く する。 

8. 記録 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に 当たって， 必要に応じて 次の 項目 を 記録して おく ことが 望ましい。 

a) 測定 年月日 及び 測定 場所 

例 測定 年月日： 平成 年月日 測定 場所 ：〇〇 事業所 モデル ルーム 

b) 製品の 種類 及び 型番 

例 製品の 種類 及び 型番： 電子レンジ， 型番 〇〇 一 〇〇〇〇 

c) 測定装置の 種類 及び 型番 

例 測定装置の 種類 ： 普通 騒音 計， 型番 〇〇〇〇 — 〇〇 及び 1/3 オクターブ バン ド 分析 器， 型番 x x 

X X — X X 

d) 報知 音の 測定 点の 位置 

例 報知 音の 測定 点の 位置： 製品に 対して， 図 1 の 位置に マイクロ ホン を 設置 

e) 妨害 音の 種類 

例 妨害 音の 種類： 台所の 流し台の 水 音。 水量， OOL/min 

f) 妨害 音の 測定 点の 位置 

例 妨害 音の 測定 点の 位置： 流し台の 給水栓 先端に 対して， 図 1 に 相当す る 位置に マイクロ ホン を設 
置 

g) 報知 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法の 種類 

例 報知 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法の 種類 ： 1/3 オクターブ バン ド 分析に よる 測定 

h) 報知 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 結果 
1) l S A ， L S oct 乂は丄 s 1/3oct 

* ノ L N A ， ljv, oct 又 (ひん N, 1/3 oct 

備考 オクターブ バンド 分析 及び〗 /3 オクターブ バンド 分析の 場合に は， 測定 対象と した 周波数 バン 



著作 權法 により 無断での & 製， ^載 等 は 禁止され てお り ます c 
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ドを 括弧 書きで 付記す る。 
例 1) 報知音の音圧レべルの測定結果：马，， /3( ^ = 62〔18(2 000 1^) 
2) 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 結果： ^ N ， 1/3Qtt = 51dB (2 000 Hz) 



お 作 権 法に より 無断での 複製， 転戦， は禁 il: されて おり ます。 
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附属 書 （参考） 報知 音の 音 圧 レベルの 測定 及び 設定の 例 



序文 この 附属 書 （參考 ） は， 報知 音の 音 圧 レベル 測定 及び 設定 方法 を 例に 基づいて 解説す る もので， 規 
定の 一部で はない。 

この 附属 書 （参考） では， 消費生活 製品と して 電子レンジ を 例に 取り上げ， そこに 組み込む 受付' スタ 
一 ト音 及び 調理 終了 を 知らせる 終了 音の 音 圧 レベルの 測定 及び 設定の 例 を 示す。 電子レンジ は 台所で 使用 
される ものと し， 主要な 妨害 音と して 流し台で 皿 を 洗う 水 音 を 想定す る。 受付' スタート 音の 音 圧 レベル 
は， 1/3 オクターブ バンド 分析に よって 測定 及び 設定す る 例 を 示す。 終了 音の 音 圧 レベル は， 手順の 比較 
説明の ために， 同じ 終了 音 及び 妨害 音に ついて A 特性 音 圧 レベル 及び 1/3 オクターブ バン ド 分析に よって 
測定 及び 設定す る 例 を 示す。 



1. 受付 • スタート 音の 音 圧 レベルの 設定 例 受付 • スタート 音の 音 圧 レベルの 設定 例 を， 次に 示す。 

a) 製品の 種類 電子レンジ 

b) 測定装置の 種類 普通 騒音 計 及び 1Z3 オクターブ バンド 分析 器 

c) 受付 • スタート 音の 測定 点の 位置 製品に 対して， 本体 図 la) の 位置に マイクロ ホン を 設置。 

d) 受付 'スタート 音の 音 圧 レベルの 測定 方法の 種類 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 測定。 

e) 受付 • スター 卜 音の 音 圧 レベルの 測定 結果 受付 • スタート 音の 測定 結果 を， 附属 書 図 1 に 示す。 



80 



70 



60 



50 



40 



30 



20 



口受 付' スター 卜 音 



250 400 630 1 000 1 600 2 500 4 000 6 300 
315 500 800 1 250 2 000 3150 5000 8000 

1/3 オクターブ バンド 中心 周波数 Hz 

附属 書 図 1 受付 • スタート 音の 測定 結果 

り A s ,i/3oc t -62 dB (2 000 Hz) 

2) ム N， 1/3 oct ' なし 

f) 受付 'スタート 音の 音 圧 レベルの 設定 受付' スタート 音 は， 停止 中の 製品 を 使用者が 直接 操作し な 
がら 聞く 報知 音で ある。 そのため， 製品 動作 音 は 考慮す る 必要が なく， また， 同時に 存在す る 生活環 

境 音 も 比較的小 さいこと が 予想され る。 そこで， 音 圧 レベルの 設定に は， 妨害 音 を 考慮し ない 本体 7.1 



^ ォ クタ I ブバン ドレ ベル 犯 



著作権法 により 無断での 複製， 板 載 等 は 禁止され てお ります。 
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b) の 方法 を 適用す る。 

ん s, は。" の 下限 値 は， 本体 表 1 の 値 （35 dB) に， 7.1b) 1.2) による 5 dB を 加算した 40 dB である。 
一方， L s , l/3 。 ct の 上限 値 は， 7.1b)2.1) によって， 75dB である。 したがって， 受付' スタート 音の"， |/3 
。 ct の 値 （62dB) は， 上限 値 （フ 5dB) と 下限 値 （40 dB) との 間に あり， 高齢者 を 含む 多くの 使用者に 
聞 き 取れ る 適切 な 報知 音 として 使用で きる こと が 分か る 。 

2* 終了 音の 音 圧 レベルの 設定 例 

2.1 A 特性 音 圧 レベルに よる 方法の 例 A 特性 音 圧 レベルに よる 方法の 設定 例 を， 次に 示す。 

a) 製品の 種類 電子レンジ 

b) 測定装置の 種類 普通 騒音 計 

c) 終了 音の 測定 点の 位置 製品に 対して， 本体 図 la) の 位置に マイクロ ホン を 設置。 

d) 妨害 音の 種類 台所に おける 流し台の 水 音。 水量， 9.6L/min。 

e) 妨害 音の 測定 点の 位置 流し台の 給水栓 先端に 対して， 本体 参考 図 la) に 相当す る 位置に マイクロ ホ 

ンを 設置。 

f) 終了 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法の 種類 A 特性 音 圧 レベル を 測定。 

g) 終了 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 結果 

1) ん s ， A = 73dB 

2) な， A = 64dB 

h) 終了 音の 音 圧 レベルの 設定 流し台の 水 音 は 台所で 発生す る 主要な 妨害 音の 一つで あり， 調理 終了 を 
知らせる 終了 音 は， その 妨害 音の 中で も 聞き取れる ことが 望ましい。 そこで， 音 圧 レベルの 設定に は， 
A 特性 音 圧 レベルに よる 本体 7.2 a) の 方法 を 適用す る。 

ん S ， A の 下限 値 は， ", A の 値 (64 dB) に， 7.2 a) 1.1) による 相対 音 圧 レベル （― 5dB) 及び 7.2 a) 1,2) 
による 5 dB を 加算した 64 dB である （64 — 5 + 5=64)。 一方， ん 8 ， A の 上限 値 を 求める ために， ん N , A の 
値 （64dB) に 7*2 a) 2.1) による 相対 音 圧 レベル （15 dB) 加える と 79 dB である カミ， 7.2 a) 2.2) によつ 
て， この 値 を 75dB とする。 さらに， 7.2a)2.3) によって 5dB を 加算し， ん 8 , A の 上限 値 は 80 dB とな 
る。 したがって， 受付 'スタート 音 のん s ， A の 値 （フ 3dB) は， 上限 値 （80dB) と 下限 値 （64dB) との 
間に あり， 妨害 音 （流し台の 水 音） が ある 場合で も， 高齢者 を 含む 多くの 使用者に 聞き取れる 適切な 
報知 音と して 使用で きる ことが 分かる。 

2.2 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法の 例 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法の 設定 例 を， 次に 

示す。 

a) 製品の 種類 電子レンジ 

b) 測定装置の 種類 普通 騒音 計 及び 1/3 オクターブ バンド 分析 器 

c) 終了 音の 測定 点の 位置 製品に 対して， 本体 図 la) の 位置に マイクロ ホン を 設置。 

d) 妨害 音の 種類 台所に おける 流し台の 水 音。 水量， 9.6L/min。 

e) 妨害 音の 測定 点の 位置 流し台の 給水栓 先端に 対して， 本体 参考 図 la) に 相当す る 位置に マイクロ ホ 

ンを 設置。 

f) 終了 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法の 種類 1/3 オクターブ バン ド 分析に よる 測定い 

g) 終了 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 結果 終了 音 及び 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 結果 を， 附属 書 図 
2 に 示す。 



著作権法 により 無断での 複製， ^載 等は禁 i.k されて おり ます-。 
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□ 終了 音 
■ 妨害 音 
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附属 書 図 2 終了 音 及び 妨害 音の 測定 結果 

1) L s , l/3 。 ct = 72dB (2 000 Hz) 

2) L^ V3oc =52 dB (2 000 Hz) 

h) 終了 音の 音 圧 レベルの 設定 流し台の 水 音 は 台所で 発生す る 主要な 妨害 音の 一つで あり， 調理 終了 を 
知らせる 終了 音 は， その 妨害 音の 中で も 聞き取れる ことが 望ましい。 そこで， 音 圧 レベルの 設定に は， 
1/3 オクターブ バンド 分析に よる 本体 7.2c) の 方法 を 適用す る。 . 

ん s，, /^の 下限 値 は， ム の 値 （52dB) に， 本体 表 3 による 相対 音 圧 レベル （5dB) 及び 7.2c) 1.3) 
による 5dB を 加算した 62dB である （52 + 5 + 5 = 62)。 一方， l s ， 1/3 。 ct の 上限 値 を 求める ために， l N ， |/3 
。 ct の 値 （52 dB) に 相対 音 圧 レベル （30dB) 加える と 82dB であるが， 7.2 c) 2.2) によって， この 値 を 
75dB とする。 さらに， 7.2 c) 2.3) によって 5 dB を 加算し， I s ， 1/3 。 ct の 上限 値 は 80 dB となる。 したがつ 
て， 受付 • スタート 音の"， 1/3()Ct の 値 （72dB) は， 上限 値 （80dB) と 下限 値 （62dB) との 間に あり， 
妨害 音 （流し台の 水 音） が ある 場合で も， 高齢者 を 含む 多くの 使用者に 聞き取れる 適切な 報知 音と し 
て 使用で きる ことが 分かる。 



V 才 クタ I ブ バンド レベル 3g 



著作 裕: 法に より 無断での^ 製， 転^ 等 ほお 止されて お り ます。 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
消費生活 製品の 報知 音 一 
妨害 音 及び 聴覚の 加齢 変化 を 考慮した 音 圧 レベル 

解説 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 '記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願い します。 

1. 制定の 趣旨 近年， 家電 製品 や 情報通信 機器な どの 消費生活 製品に は， 報知 音 を 組み込ん だものが 非 
常に 多くな つてき ている。 この 報知 音 は， 使用者が 製品の 設定 パネル を 操作したり， 製品の 動作 状況 を 知 
るた めの 重要な 手段で ある。 特に， 視力の 低下した 高齢者 及び 視覚 障害者 は 製品の 視覚 表示 を 見る ことが 
困難な ため， 報知 音 は 製品 を 使用す る 上で 欠く ことので きない 情報源と なって いる。 
そ こ で， 使用者に とって 聞き取り やすく， 目 的 や 意味が 理解 • 判別 し やすし ゝ 報知 音 を 設計す るた めの 要 

件 を， 平成 12 年 11 月 20 日付けで 制定され た J1SS0012 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 
操作 性） の 5 . 8 (報知 音の 分かりやす さ） では， 次のように 規定して いる。 



a) 報知 音 は， 聴覚の 衰え や， 银 知すべき 距離， 周囲の 環境 音な どに 考慮し， 過不足な いよう 音量 や 音 
質 や 音の 持続 時間 を 適切に 設定す る こと。 また， 可能な 限り "入"， "切" 機能 や 音量 調節 機能 を設 
ける よう 配慮す る ことが 望ましい。 

b) 操作の 確認， 操作の 誤りな ど を 報知す る 音 は， 操作と 報知に なるべく 時間 差がない よう 配慮す る こ 
と。 

c) 報知 音の 種類， 区分， 組合せ は 極力 シンプル にし， 容易に 判別し やすくす る こと。 



この 規定 を 受けて， JISS0013 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 報知 音） が 平成 14 年 1 
月 20 日付けで 制定され た。 この 規格 は， 上記 a) 〜c) の 各 規定 項目に 当たる 報知 音の パターン 及び 報知 音 
を 発生す る 機器の 要件に 関して， よ り 具体的な 設計 指針 を 示す ものである。 

しかし， この JISS0013 では， め の "聴覚の 衰え や， 報知すべき 距離， 周囲の 環境 音な どに 考慮し， 過 
不足ない よう 音量 や 音質 や 音の 持続 時間 を 適切に 設定す る" ための 方法が 規定され ていない。 この こと は， 
JISS 0013 原案 作成 委員会に おける 審議の 過程で 複数の 委員から 指摘が あった。 特に， 周囲の 環境 音 （妨 
害 音） 力 《 報知 音の 聞き取りに 大きな 影響を及ぼす こと は 委員会と しても 認識して いた 力、 当時， 設計 指針 
とすべき 具体的 な 基準が 明 ら かで な かつ た た め， JIS S 0013 の 規定 項 目と して 含める こと は 見送られた。 

このため， この 規格 は， JISS 0013 の 制定 後に 公表され た 報知 音の 聞き取り に関する 研究 結果に 基づい 
て， 妨害 音 及び 聴覚の 加齢 変化 を 考慮した 場合の 報知 音の 音量 （音 圧 レベル） 設定に 際しての 推奨 事項 を 
設計 指針と して 示す ものである。 

一方， ISO/COPOLCO (国際 標準化 機構/消費者 政策 委員会） への 日本からの 提案に よって 審議が 開始 さ 
れた ISO/IEC ガイ ド 71 

解 1 



著作権法 により 無断での 複製， mm は 禁止され てお り ます。 
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disabilities ； 規格 作成に おける 高齢者， 障害者の ニーズへの 配慮 ガイ ドライ ン） が 平成 13 年に 制定され， 
高齢者 • 障害者に 配慮した 規格 作りの 推進が 求められる と ともに， 我が国で も 日本 工業 標準 調査 会 消費者 
政策 特別委員会が とりまとめた "標準化に お け る 消費者 政策の 在 り 方に 関す る 提言 書 （平成 1 3 年 8 月）" 
や 同 標準 部会が とりまとめた "分野 別 標準化 戦略 （平成 13 年 8 月）" 等に おいても 報知 音に 関する 標準化 
の 推進が 求め られ ており， このよう な 背景 か らも こ の 規格の 制定 は 意義深い も のとい える。 

2. 制定の 経緯 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 人間 福祉 医 工学 研究 部門 及び 独立 行政法 人 製品 評価 
技術 基盤 機構 生活 • 福祉 技術 センター 筑波 技術 センター は， 平成 13 年度に おいて， 標準 情報 （TR) 化硏 
究" 音信 号の 設計 基準に 関する 標準 情報" を 共同で 実施した。 この 研究 事業で は， 平成 8 年度〜 12 年度に 
実施した 標準 基盤 研究 "高齢者の 身体 機能 変化の 計測 手法に 関する 標準 基盤 研究 （聴覚 変化 計測 法の 検討 
及び データ 収集)" の 研究 成果に 加えて， 高齢者 及び 若年 健 聴 者 を 対象と した， 妨害 音が ある 場合の 報知 音 
の 聞き取り やす さに 関する 聴取 実験が 行われた。 両 機関 は， この 事業の 成果に 基づいて 妨害 音 及び 聴覚の 
加齢 変化 を 考慮した 報知 音の 設計 指針 を 検討し， こ の 規格の 原案 を 作成す るに 至った。 平成 14 年 7 月， JIS 
原案 作成 委員会 （委員長 西 原 主計） が 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 内に 設置され， 平成 15 年 1 月 ま 
で J1S 原案 作成の 審議が 行われ， パブリック コメント を 求めた うえで， この JIS 原案が 作成され た。 

この JIS 原案 は， 日本 工業 標準 調査 会 標準 部会 消費生活 技術 専門 委員会 （委員会 長 小川 昭ニ郎 ） の 審議 
を 経て， 平成 15 年 10 月に 日本工業規格 （JIS) として 制定され た。 

3. 審議 中に 問題と なった 事項 JIS 原案 作成 委員会での 審議に おいて， JISS 0013 に対する この 規格の 位 
置 づけが 議論と なった。 この 規格 は， JISS0013 の 規定 事項 を 補う ものである ため， その 内容 は J1SS0013 

の 改正 時に 盛り込むべき であるとの 意見が 一部の 委員から 出された。 しかし， "高齢者' 障害者 配慮 設計 指 
針— 消費生活 製品の 報知 音" の 名称の もとに は， 今後 幾つかの 規格が 連なる 可能性が あるた め （例えば， 
音声 を 使用 し た 報知 音） ， JIS S 0013 の 下位 規格 として こ の 規格 を 位置づけ るの が 望ましい と 判断 さ れた。 
また， この 規格の 適用 範囲に ついても 議論と なった。 すなわち， この 規格で 対象と する 消費生活 製品の 
範囲 を どこまで とすべき かにつ いて 審議が 行われた。 視覚 障害者の 代表 委員から は， この 規格が 報知 音 を 
設計す る 際の 推奨 規格で あると いう 認識のう えで， "規格の 規定に 当たって は， この 規格 を 使っても 使わな 
くても よい， という 表現より は， 使った 方が 助かる 人が 多い， という 表現 をして 欲しい。 現実に 報知 音が 
付いている 製品と 付いていない 製品と では 使い 勝手が 大きく 異なる。 私たちが そのよう な 状況で 日常生活 
をして いる こと を 理解して 欲しい。 将来 的に はすべ ての 製品に 報知 音が 付く ようになって 欲しい ので， 適 
用 範囲の 規定に も そのような 配慮 をお 願いしたい。" という 要望が 述べられた。 さらに， 製品 メーカーに 対 
し， 聴力の 低下した 高齢者 を 含む 多くの 使用者に とって 適切に 聞き取れる 報知 音 を 組み込んだ 消費生活 製 
品の 普及 促進 を 図る ことの 重要性に 鑑み， とりまとめられ たこの JIS の 趣旨 を 適切に ご 理解いた だき， そ 
の 努力に 期待す る 旨の 意見が 多くの 委員から 述べられた。 審議の 結果， 適用 範囲 は， これまでの 研究で 検 
証 済みの 範囲 内と する こと と し， 室内で 使用され る 製品の 報知 音であって， かつ， 使用者の 耳から 離れた 
位置で 聞 く 報知 音に 限定され た （本体 1. 適用 範囲 参照)。 



解 2 
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4. 適用 範囲 

4.1 高齢者の 範囲 こ の 規格で 対象 と する 高齢者 は， 耳 科学的に は 正常で あ る が 加齢に 伴 う 聴力 低下 を 
もつ 者と した。 高齢者 人口のお よそ 20% を 占める それ 以外の 高齢者， すなわち， 加齢 以外の 原因 （耳疾 患， 
騒音 暴露な ど） による 難聴 を もつ 高齢者 は 聴力の 個人差が 大きいた め， 別の 手段 （補聴器の 装用な ど） に 
よって 報知 音の 聞こえ を 確保す る こと 力ま， より 適切で あると 判断した。 

4.2 報知 音に 関する 適用 範囲 この 規格 は， 使用者に 機器の 状態 を 知らせる 手段と して 消費生活 製品に 

組み込まれた 音 を 対象と する。 具体的な 機器の 例と して は， 次の ような ものが ある。 

一 家電 製品 （電気洗濯機， ルーム エアコン ディ ショ ナ， 電気冷蔵庫， 電子レンジ， 電気 炊飯器， 食器 洗 

浄機， 据置型 ビデオデッキ など） 
一 情報通信 機器 （電話機， 携帯電話 機， ファクシミリ など） 
- OA 機器 （電卓， パーソナルコンピュータ， コピー 機な ど） 
- 燃焼 機器 （石油 ファン ヒータ， ガス 給湯器な ど） 
- 玩具 （電動 玩具な ど） 

一 住宅 設備 機器 （ガス 湯 沸 器， 風呂 温水 器， 住宅 情報 システム など） 
一 健康 福祉 用具 （電子 血圧計， 電子 マッサージ 器， 介護 ベッドな ど） 

報知 音の 種類と して は， 現在 最も 普及して いる 圧電 ブザーで 発音し やすい， 一定の 周波数 を もつ 音 を 対 
象と した。 メロ ディ 音な ど 周波数 及び 強さが 複雑に 変化す る 音， 並びに 音声 ガイ ドも 基本的に この 指針に 
基づいた 設計が 可能で あると 考えられ るが， 十分な 検証が 行われて いないため 適用 範囲から は 除外した。 
ただし， メロ ディ 音の ように 複数の 音から 成る 報知 音で あっても， その 中の 顕著な 音 （持続 時間が 長い 音 
又は 繰り返し 現れる 音） を 対象に して， この 規格に よる 音 圧 レベルの 設定 方法 を 適用す る こと は 可能で あ 
る。 - 

電話機， ファクシミリ などの 情報通信 機器に は， 報知 音が ネットワーク を 通じて 送られて くる 場合が あ 
る （例えば， 受話器の 掛け 忘れの 注意 音）。 これらの 報知 音 は， J1SS0013 における 審^の 結果 を 踏まえて， 
こ の 規格に おいても 対象 か ら は 除外 した。 ただし， ファクシミリ の 紙切れの 注意 音な ど 情報通信 機器 本体 
が もつ 報知 音 は， JISS0013 と 同様に 対象に する ことと した。 

なお， 報知 音 を 使用者が 聴取す る 条件 は， その 製品 を 使用す る 室内で 報知 音 を 聞く 場合に 限定した。 終 
了 音 及び 注意 音 は 壁な どで 遮られた 別室で 聞く 場合 も 想定され る 力く 壁な どの 遮へ い 物に よる 報知 音の 音 
圧 レベルの 減衰 量 を 明確に 規定す る ことが 困難で あるた め， この 規格で は 聴取 条件から 除外した。 また， 
写真機の ように 屋外で 使用され る ことが 多い 製品の 報知 音， 及び 使用者の 耳に 非常に 近い 位置で 鳴らされ 
る 報知 音に ついては， この 規格の 適用 対象外と した。 

4.3 妨害 音に 関する 適用 範囲 この 規格で は， 製品 動作 音 及び 生活環境 音のう ち， 製品の 聞き取りに 最 
も 大きな 影響を及ぼす 可能性の ある 音 を 妨害 音と した。 製品 動作 音 を 妨害 音と して 扱う 必要が あるの は， 
設計 対象と する 製品が 大きな 動作 音 を 発して いると き 及び 動作 休止 中で あっても 冷却 用 ファンな どが 常時 
作動して いると きに 発する 報知 音 を 設計す る 場合で ある。 

一方， 具体的な 生活環境 音の 例と して は， 次の ような ものが ある。 
- 台所に おける 生活環境 音 （流し台の 水 音， こんろで 調理す る 音， 換気扇の 動作 音， 電子レンジ 等の 調 
理 器具の 動作 音な ど） 

一 居間に おける 生活環境 音 （テレビジョンの 音声， 生活 者の 話し声， 電気掃除機 等の 家電 製品の 動作 音 
な ど） 

一 浴室 ，洗面所に おける 生活環境 音 （電気洗濯機， 電気 衣類 乾燥機， へ アド ライヤ 等の 家電 製品の 動作 
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音， 洗面所の 水 音， 浴室の シャヮ の 水 音な ど） 
― トイレに おける 生活環境 音 （水洗の 水 音な ど） 

なお， 音 圧 レベルの 設定に 当たって は， 想定し うる 製品 動作 音 及び 生活環境 音す ベて を 妨害 音と して 検 
討す る 必要 はない。 複数の 妨害 音が 同時に 存在す る 場合 は， 報知 音の 聞き取りに 最も 影響を及ぼす 可能性 
の ある 音 （通常 は， 音 圧 レベルの 最も 高い 音） を それらの 中から 一つ 選択し， 妨害 音と して 扱えば よい。 

5. 規定 項目の 内容 

5.1 報知 音の 音 圧 レベルの 測定 方法 

5.1.1 測定装置 この 規格で は， 報知 音の 音 圧 レベルの 測定 方法と して， A 特性 音 圧 レベルに よる 方法， 
オクターブ バンド 分析に よる 方法， 及び 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法の 3 種類 を 規定した。 そこ 
で， 報知 音の 音 圧 レベルの 測定装置 は， 採用す る 方法に 応じて 適切な 機器 を 選択して 用いる ことができる。 
人間の 聴覚の 特性と して， 妨害 音の 周波数 成分のう ち， 報知 音が 存在す る 周波数 バンド （およそ 1/3 ォ 
クタ ーブ 幅） に 含まれる 成分が 報知 音の 聞き取りに 顕著な 影響を及ぼす。 したがって， 〗/3 オクターブ バ 
ン ド 分析に よる 方法が 妨害 音の 影響 を 最も 精度 良 く 推定で き， これら 3 種類のう ち 測定 方法と して 最も 望 
ましい。 ただし， 1/3 オクターブ バンド 分析 機能 を もつ 測定器 は 比較的 高価で あり， 広く 普及して いる 騒 
音 計 は A 特性 音 圧 レベルの 測定 を 目的と した ものが 多い。 また， 建築 音響 測定の 用途に は オクターブ バン 
ド 分析 器 も 広く 使用され ている。 これらの 測定器 を 使用す る 場合 も， 精度 は 若 千 落ちる 力、 A 特性 音圧レ 
ベルに よる 方法 又は オクターブ バン ド 分析に よる 方法に よって 報知 音の 音 圧 レベル を 設定す る ことができ 
る。 

5.1.2 測定 場所 測定 場所 は 無響室が 望ま しいが， 簡便の ため 製品 を 設置す る 面 以外の 反射が できるだけ 
少ない 室内と した 

5.1.3 測定 点の 位置 報知 音の 聞き取り やす さは， 製品の 使用者の 頭部 位置に おける 報知 音の 強さに 依存 
する。 そこで， 使用者が 手 を 伸ばして 製品 を 操作して いる 状態 を 想定して， 操作 部からの 距離 及び 操作 部 
から 使用者 を 見上げる 角度 を 定めた。 

なお， パーソナル コンピュータ などの 情報技術 装置の 場合 は， J IS X 7779 (音響 一 情報技術 装置から 放 
射される 空気 伝搬 騒音の 測定） の 8.6 に 規定され る マイクロ ホンの 位置が， 測定 点 を 定める 上で 参考に な 
る。 そこで， 本体 5.3b) において， 製品の 構造に よって は 図 1 以外の 適切な 位置 を 測定 点と 定めても よい 
旨 明記した。 

5.1.4 音 圧 レベルの 測定 報知 音が 複数の 周波数 成分から 構成され ている 場合， オクターブ バンド レベル 
又は 1/3 オクターブ バンド レベルと して， 最大の 音 圧 レベル を 示す 周波数 バンドの 測定値 を 採用す る。 こ 
れは， 特に 報知 音の 音 圧 レベルが 低い 場合， 音の 聞き取り やす さは 最も 強い 周波数 成分 （多く は 基本 周波 
数 成分） に 専ら 依存す るた めで ある。 

なお， 実際に その 周波数 成分が 聞き取り やす さに 最も 強く 寄与して いる こと を 確認す るた めに， 附属 書 
図 2 に 示す ように， すべての 周波数 バンドの 測定値 を 記録し， 妨害 音の 測定値と 比較す る ことが 望ましい。 
5.2 妨害 音の 音 圧 レベルの 測定 方法 

5.2.1 測定装置 妨害 音の 測定装置に かかわる 説明 は， 解説 5 丄 1 を 参照の こと。 



解 4 

^作 権 法に より 無断での 複製， 'fe 政， は禁 1.1: されて おります。 



17 

S 0014: 2003 解説 



5.2.2 測定 場所 製品 動作 音の 測定 場所 は 無響室が 望ま しいが， 簡便の ため 製品 を 設置す る 面 以外の 反射 
が できるだけ 少ない 室内と した。 生活環境 音 は 実際の 室内で 発生す る 音 を 測定す る 必要が あるた め， 測定 
場所 は 一般的な 住居 内 又は 住居 を 摸した 室内と した。 このような 測定 環境に おいて は， 対象と する 生活環 
境 音 以外に も 種々 の 生活環境 音 （例えば， 別室の 物音） が 存在し， 測定値に 影響を及ぼす 可能性が ある。 
そこで， 3. d) にも 定義 するとお り， 測定 対象と しない 生活環境 音 も暗騷 音と 考え， その レベルが 十分に 低 
いこと を 確認す る 必要が ある 旨 明記した。 J1SZ8731 (環境 騒音の 表示 • 測定 方法） の 附属 書 2 (参考） に 
記述され ると おり， 測定 対象 音の レベルに 対して 暗騷 音の レベルが 10 dB 以上 低ければ， 測定値に 及ぼす 
暗 騒音の 影響 は ほぼ 無視す る こ とがで きる。 

5.2.3 測定 点の 位置 妨害 音の 測定 点の 位置 は， その 妨害 音の 聴取者の 頭部 中心に 相当す る 位置 を 基準と 

した。 製品 動作 中の 報知 音 は， 必ずしも 使用者が 手 を 伸ばして 製品 を 操作して いると きに 聴取す ると は 限 
ら ない 力、 測定の 簡便 性 を 考慮 して， 報知 音の 測定 点 と 同 じ 位置 を 製品 動作 音の 測定 点 と 定めた。 

生活環境 音の 測定 点 は， その 音力 《聴取され る 典型的な 位置 を 想定して 定めて よい。 一般に は， 生活環境 
音 を 発する 作業に 従事して いる 者の 頭部 中心 力、 測定 点の 位置と して 最も 適切で あると 考えられる。 参考 
として， 生活環境 音の 測定 点の 設定 例 を， 解説 6.1 に 記す。 

5.2.4 音 圧 レベルの 測定 生活環境 音に は， 音 圧 レベルの 時間 変動の 大きい 音が 多い。 測定に 必要な 時間 
及び 回数 は その 変動の 大きさに 依存す るた め 一概に 決める こと はで きないが， J1SZ 8732-2 (音響— 作業 位 
置 及び 他の 指定 位置に お け る 機械 騒音の 放射 音 圧 レベルの 測定 方法 一 第 2 部: 現場に お け る 簡易 測定 方法） 
及び JISC9606 (電気洗濯機） を 参考に して， 測定 時間 は 少なく とも 15 秒と し， 測定 回数 は 4 回と 規定し 

た。 

妨害 音の オクターブ バン ドレ ベル 又は 1/3 オクターブ バン ドレ ベル は， 報知 音の 測定 時に 最も 高い 音 圧 
レベル を 示した 周波数 バン ドの値 を 採用す る。 

なお， 報知 音の どの 周波数 成分が 聞き取り やす さに 最も 寄与して いるか を 確認す るた めに， 附属 書 図 2 
に 示す ように， 妨害 音の すべての 周波数 バンドに おける 測定値 を 記録し， 報知 音の 測定値と 比較す る こと 
が 望ましい。 

5.3 報知 音の 音 圧 レベルの 設定 方法 

5.3.1 妨害 音 を 考慮し ない 場合 この 規格で は， 報知 音の 音 圧 レベルと して 設定 可能な 範囲 を， 音 圧レべ 

ルの 下限 値と 上限 値に よって 規定した。 下限 値 は， 消費生活 製品の 使用者が 報知 音 を 聞き取る ことので き 
る 最も 低い 音 圧 レベル を 指す。 また， 上限 値 は， それらの 使用者に と つて 報知 音が 十分に 大き く 聞こえ る 
音 圧 レベル を 指す。 

妨害 音 を 考慮し ない 場合， 報知 音の 聞き取り やす さは 製品の 使用者の 聴力に 依存す る。 本体 表 1 の 下限 
値 は， 自由 音 場に おける 若年 健 聴 者の 聴覚い き （閾） 値 レベル O に， 高齢者の 聴覚い き （闘） 値 レベルの 
90 パー セン タイル 値 [聴覚い き （閾） 値 レベルの 分布 上， 聴力の 良い 人から 数えて 90 % の 高齢者に 当た 
る 統計的な 推定 値] ( 2 ) を 加算し， その 値 を 5dB 刻みで 切り上げて 求めた。 このと き， 高^者の 聴覚い き （闘） 
値 レベルに は， 65 歳の 男性の 値 を 使用した [男性の 方が， いき （閾） 値が 高いた め]。 また， 上限 値 は， 
産業 技術 総合 研究所 及び 製品 評価 技術 基盤 機構が， 高齢者 及び 若年 健 聴 者 を 対象と して 報知 音の 聞き取り 
やす さ を 測定した 実験 結果 ( 3 ) に基づいて 規定した。 この 測定 結果に よると， 報知 音の 周波数に かかわらず， 
その 音 圧 レベルが およそ 75 dB を 超える と， 90% の 高齢 被験者が "非常によ く 聞こえる" と 回答して いる。 

本体 表 1 の 下限 値 は， オクターブ バンド 分析に よる 方法の 中心 周波数に ついて 記載して ある。 1/3 ォク 
夕ーブ バンド 分析に よる 方法に おいて， 本体 表 1 にない 周波数 バンドの 下限 値 を 必要と する 場合 は， 次の 
式 (1) によって 求める。 

解 5 
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^ = L " + log f H -logf L ひ," — L " ) • (l) 

ここに， f s ： 下限 値 を 求める バンドの 中心 周波数 （Hz) 

f H ： f s よ り 上の 周波数 バン ドの 中心 周波数 （Hz) 
f L ： /； より 下の 周波数 バン ドの 中心 周波数 （Hz) 
L L ： 中心 周波数/: の バンドの 下限 値 （dB) 

く L fH ： 中心 周波数/ ^ の バンドの 下限 値 （dB) 
L fi ： 中心 周波数 力の バンドの 下限 値 （dB) 

この 規格で は， 妨害 音 を 考慮し ない 場合に おける A 特性 音 圧 レベルに よる 方法 を 規定して いない。 これ 
は， A 特性が 若年 健 聴 者の 聴覚 特性 を 基準に 制定され てい る た め， 設計す る 報知 音が 高齢者に 聞 こえる か 
ど うか を A 特性 音 圧 レベルから 適切に 推定す るの が 困難な ことによ る。 

音 圧 レベルの 下限 値 及び 上限 値 は， 報知 音の 区分に よって 異なる。 受付 'スタート 音， 基点 音 及び 強 注 
意 音 は， ON 時間が 非常に 短い 音に よって 構成され ている。 聴取 実 I 黄 ( 4 ) の 結果に よると， ON 時間の 短い 音 
(200 ms) は， ON 時間の 長い 音 （1000 ms) に比べて， 妨害 音 中の 聞き取り やす さが 5 dB 相当 低下す る。 
そこで， ON 時間が 短い ことによ る 聞き取り にくさ を 補うた めに， 受付 • スタート 音 及び 基点 音の 下限 値 
は， 5dB 高く 設定した。 また， 繰返し 回数が 5 回 未満に なると， 繰返し 回数が 多い 場合に 比べて， 妨害 音 
中の 聞き取り やす さが 5 dB 相当 低下す る。 そこで， 繰返し 回数が 5 回 未満の 強 注意 音の 下限 値 は， 5 dB 
高く 設定した。 強 注意 音 は， その他の 報知 音に 比べて 緊迫 度が より 高いた め， 確実な 聞こえ を 確保す るた 
めに 上限 値 は 5 dB 高く 設定した。 

また， 機器から 離れて 聴く 報知 音の 場合に は， 距離に よる 音 圧 レベルの 減衰 も 考慮し なければ ならない。 
室内の 測定 点の 位置に よる 音 圧 レベルの ばらつきの 大きさ ( 5 ) を 解説 図 1 に， 測定に 使用した 部屋の 見取り 
図 並びに 音源 及び 測定 点の 位置 を 解説 図 2 に 示す。 ばらつきの 大きさ は， 音源から 発した 音の 音 圧 レベル 
を 各 測定 点で 測定し， それらの 十分 位 範囲 （全 測定値の 上端 及び 下端の 5% を 除く， 90% の 測定値が 含ま 
れる 統計的な 推定 幅） を 表す。 このように， 室内の 測定 点の 位置に よって は， 報知 音の 音 圧 レベル は 少な 
く とも 約 5dB 減衰す ると 考えられる ため， 終了 音 （機器から 離れて 聞く ことが 多い 場合） の 下限 値 及び 上 
限 値 は， 5 dB 高く 設定した。 



解 6 
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口和 室 コ 洋室 



250 



500 1000 2 000 

1/3 オクターブ バンド 中心 周波数お 



4 000 



解説 図 1 室内の 測定 点の 位置に よる 音 圧 レベルの ばらつきの 大きさ （十分 位 範囲） 



a) 和室 



b) 洋室 



単位 



o 
〇 



なお， 附属 書 （参考） に 示す ように， この 規格 は 報知 音の 音 圧 レベルと して 設定 可能な 範囲 を 示す もの 
であり， 報知 音の 音 圧 レベル を ある 一つの 値に 固定す る 必要 はない。 同じ 理由から， 上記のと おり 報知 音 
の 区分に よって 音 圧 レベルの 設定 範囲が 異なる が， この こと は 報知 音の 区分 ごとに 音 圧 レベル を 変える 必 
要が ある こと を 必ずしも 意味す る もので はない。 また， JISS0013 の 4a) に は， "幸 艮知音 は， 聴力の 低下 
(中略） を 考慮し， 報知 音の 大きさが 変えられる ことが 望ましい。" と 規定され ている。 音量 調整 器の 変化 
範囲 は， こ の 規格で 規定す る 下限 値 と 上限 値 を カバーす るよ う に 設定す る と ， 様々 な 使用者の 聴力に 対応 
した 過不足の ない 音量 設定が 可能と なること が 期待で きる。 

解 7 
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解説 図 2 測定に 使用した 部屋の 見取り図 並びに 音源 及び 測定 点の 位置 



雷 圧 レベル 圯 
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注ぐ) ISO 389-7:1996 "Acoustics ― Reference zero for the calibration of audiometric equipment— Part 7: 
Reference threshold of hearing under free-field and diffuse-field listening conditions" 

( 2 ) ISO 7029:2000 "Acoustics ― Statistical distribution of hearing thresholds as a function of age" 

( 3 ) Kurakata K.， Matsushita K.， and Mizunami T.， "Audibility of pure tones against domestic sounds, " 
Ergonomics (2002; submitted) 

( 4 ) Kurakata K.， Matsushita K,， Mizunami T.， and ShibasaK 卜 K. A., "Detection threshods for pure tones 
presented against broadband noise ― Comparison of young and elderly listeners — ," Acoustical 
Science and Technology (2002; submitted) 

( 5 ) TRS0001 消費生活 製品の 報知 音 等の 設計 指針 一 生活環境 音 データベース 

5.3.2 妨害 音 を 考慮す る 場合 妨害 音 を 考慮す る 場合， 報知 音の 聞き取り やす さは， 使用者の 聴力 だけで 
なく， 妨害 音と 報知 音との 相対 音 圧 レベルに 依存す る。 なぜならば， 聴力が 低下す ると 報知 音が 聞き取り 
にくくなる 力、 妨害 音 も 同程度に 聞き取りに くくなる からで ある。 また， 報知 音の 聞き取りに 必要な 相対 
音 圧 レベル 差 は， 妨害 音 及び 報知 音の 種類に かかわらず， ほぼ 一定の 値と なること が 知られて いる。 そこ 
で， 本体 7.2 の 下限 値 及び 上限 値 は， 産業 技術 総合 研究所 及び 製品 評価 技術 基盤 機構が， 高齢者 及び 若年 
健 聴 者 を 対象 と して， 妨害 音が ある 場合の 報知 音の 聞き取 り やす さ を 測定した 実験 結果 に基づいて 規定 
した。 

本体 表 3 の 下限 値 は， 表記の 簡便 化の ため， 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 方法の 周波数 バンドのう 
ち， 一部に ついて 記載した。 表 3 にない 周波数 バンドの 下限 値 は， 解説 5.3.1 に 示した 式 （1) によって 求 
める ことができる。 

妨害 音 を 考慮す る 場合で は， オクターブ バン ド 分析 及び 1/3 オクターブ バン ド 分析に よる 方法に 加えて， 
A 特性 音 圧 レベルに よる 方法 を 規定した。 そこで 測定され る A 特性 音 圧 レベル は， 周波数に よって 聴力 低 
下の 程度が 異なる という 高齢者の 聴覚 特性 を 適切に 考慮して いないため， 測定値 そのもの は 意味 を もた な 
い。 しカゝ し， 妨害 音 及び 報知 音 をと もに A 特性で 測定した とき， 両者の レベルの 差で ある 相対 音 圧 レベル 
は 意味 を もち， 聞き取り やす さの 指標と なりうる。 そこで， 高齢者 及び 若年 健 聴 者 を 対象と した 実験 結果 
( 3 ) に基づいて， A 特性 音 圧 レベルに よる 方法の 下限 値 及び 上限 値 を 規定した。 

J1S S 0013 の 4. c) に "報知 音の 周波数 は 2.5 kHz を 超えない ことが 望ましい" と 規定され ると おり， 報 
知 音に は 2 500 Hz 以下に その 主要な 成分 を 含む 音が 好ま しい。 しかし， 低 域 成分の 強い 妨害 音 下で は， 2 500 
Hz を 超える 高い 報知 音の 方 力、 むしろ 聞き取り やすい 場合が ある ( 6 )。 また， 周波数 範囲 を 広げる ことによ 
つて， 音の 高さ 及び 音色の 設計の 自由度が 増す ため， 互いに 聞き分け やすい 報知 音 を 設計す る ことが 容易 
となる 利点 も ある。 そこで， この 規格で は， 高い 周波数 成分 を 含む 音 を 使用す る 場合 を 想定して， 4 000 Hz 
の 周波数 バンドまでの 下限 値 を 実験 結果 ( 3 ) に基づいて 規定した。 

なお， 報知 音の 区分に よって 音 圧 レベルの 下限 値 及び 上限 値が 異なる こと， 報知 音の 音 圧 レベル は 一つ 
の 値に 固定す る 必要の ない こと， 及び 報知 音の 区分 ごとに 音 圧 レベル を 変える 必要 は 必ずしもな いことの 
理由， 並びに 報知 音の 音量 調整 器の 設定 は， 解説 5.3.1 の 説明と 同じで ある。 

注 ( 6 ) 大成 直 子， 土 田 義郎， 水 谷 美 香， 小 村 ニ郎， 松 岡 政治， 西 田 和 子： 家庭内 生活 背景 音 下に 
おける 聞こえ やすい 報知 音 周波数の 実験的 検討， 人間 生活 工学， 3 巻 2 号， pp.36-43 (2002) 

6. その他 

6.1 生活環境 音の 測定 例 代表的な 生活環境 音の A 特性 音 圧 レベル 及び 1/3 オクターブ バン ド 分析に よ 
る 測定値 ( 5 ) を， 測定 点の 位置と ともに 解説 表 1 に 示す。 値 は， 14 件の 異なる 家屋に おいて， 同一の 測定 方 

解 8 

著作権法 により 無断での 複製， .fe 載 等 は 禁止され てお り ますし 



21 

S 0014: 2003 解説 



法に よって 測定した 音 圧 レベルの 中央 値で ある （測定に 関する その他の 条件 は， 解説 表 2 に 示す。）。 各自 
が 測定 し た 生活環境 音の 特性の 妥当性 と 一般性 を 確認す るた めに， 適宜， こ の 表の 値 と 比較 参照す る こと 
が 望ましい。 また， 生活環境 音 を 測定す る ことが 困難な 場合に は， この 表から 適切な 生活環境 音の 値 を 読 
み 取り， 報知 音の 音 圧 レベルの 設定に 使用す る ことができる。 

なお， オクターブ バンド 分析に よる 生活環境 音の 測定 例 は， 注 (り の 資料 を 参照 するとよ い。 



解説 表 1 A 特性 音 圧 レベル 及び 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 生活環境 音の 測定 例 



測定 対象 


測定 対象の 


測定 点の 
位置 


A 特性 音 
圧 レベル 
dB 


1/3 オクターブ バンド レベル dB 


250 

Hz 


500 
Hz 


1 000 

T T， 

Hz 


2 000 
Hz 


4 000 

IT , 

Hz 


流し台の 給水 
栓で皿 を 洗う 

立 


水量 14.4 L/min 


給水栓の 先端 か 
ら 使用者 側に 上 
方 45 度， 距離 500 
mm 


68 


53 


54 


52 


55 


56 


水量 9.6L/niin 


63 


47 


50 


48 


52 


53 


水量 4.8 L/min 


59 


43 


46 


47 


49 


47 


流し台の シャ 
ヮで皿 を 洗 う 

曰 


水量 9.6 L/min 


シャヮ の 先端 か 
ら 使用者 側 に 上 
方 45 度， 距離 500 
mm 


65 


45 


51 


49 


53 


54 


水量 4.8 し/ min 


62 


44 


49 


47 


49 


50 


こんろの なべ 
の 湯が 沸 K す 
る 音 


湯 量 500 mL 


こんろの 中央 か 
ら 使用者 側に 國 
■， 床上 1 ■ 

mm 


48 


36 


37 


37 


34 


33 


台所の 換気扇 
の 動作^ 1 


風力 "強" 又は 
風力 切替な し 


こ ん ろの 中央 か 
ら 使用者 側に 500 
mm 床 ト' 1 500 

111111* ド|、 圍' 1 ^/ \J\j 

mm 


55 


51 


45 


44 


43 


36 


風力 "弱" 


42 




-} つ 




oo 

ly 


I o 
15 


電子 レ ンジの 
動作 音 


最大 能力で 動作 


機器の 前面から 
使用者 側に 國 
mm 


52 


45 


43 


41 


35 


27 


電気洗濯機の 

脱水 時の 動作 

立 
曰 


最大 容量の 衣類 
を 入れる 


機器 操作 部の 中 
央 から 使用者 側 
に 500 mm, 床上 
1 500 mm 


63 


57 


56 


51 


47 


42 


電気 衣類 乾燥 
機の 動作 音 


最大 容量の 衣類 
を 入れる 


嵇 器の 前面 か ら 
使用者 側に 500 
mm, 床上 1 500 
mm 


57 


50 


45 


48 


40 


35 


洗面台で 手 を 
洗う 音 


水量 10.8 L/min 


給水栓の 先端 か 
ら 使用者 側に 上 
方 45 度， 距離 500 
mm 


66 


50 


50 


53 


55 


55 


水量 7.2 し/ min 


62 


47 


49 


49 


50 


50 


水量 3.6 L/nM 


57 


39 


42 


44 


45 


46 
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解説 表 〖 A 特性 音 圧 レベル 及び 1/3 オクターブ バンド 分析に よる 生活環境 音の 測定 例 （続き） 





測定 対象の 

口 又/ i_ 


測定 点の 
位置 


A 牲4も 立 
A 十 守 | 王 曰 


1/3 才 クタ- 


一" 7、、 ノヾソ 1> 

ノ ノヽノ r 


'レベル dB 


測定 対象 


圧 レベル 
dB 


250 
Hz 


500 
Hz 


1 000 
Hz 


2 000 
Hz 


4 000 
Hz 


へ アド ライヤ 


風力 "強" 


吹 出し 口から 下 
方 45 度， 距離 200 


75 


AC. 


J 1 


63 




ou 


の 動作 音 


ほ 力 "弱，， 


mm, 床上 I 500 
mm 


73 


44 


55 


59 


61 


55 




水量 14.4 L/min 




57 


40 


43 


42 


39 


43 


浴室の 給水 检 
からの 水 音 


水量 9.6 L/min 


洗い場の 中央 床 

J ノ し リ yyJ ノ I ノ 1 -Sr ， /ノ 1 \ 

上 1 000 mm 


51 


34 


34 


37 


39 


39 


水量 4.8 L/min 




49 


33 


31 


35 


35 


37 




水量 14.4 L/min 




68 


48 


54 


54 


53 


54 




水量 9.6 L/ml 


洗い場の 中央 床 

1 ノ U > 'イノ J ノ 1 ノ、， ダ 1 \ 

上 1 000 mm 


63 


44 


46 


46 


48 


49 


浴室の シ ャ ヮ 


水量 4.8 L/min 


57 


34 


41 


40 


39 


41 


からの 水 音 


水量 14.4 L/min 




67 


50 


54 


54 


52 


53 




水量 9.6 L/min 


洗い場の 中央， 床 
上 1500 mm 


65 


43 


48 


51 


49 


51 




水量 4.8 L/min 




57 


39 


43 


44 


42 


42 


テレビジョン 
の 音声 （和室） 


16 極 類の 番? ifl 化 


凼 [t] 力、 り 正囬 














ビデオテープ レ 
コーダから 再生 


1 800 mm, 床上 
700 隱 


53 


50 


49 


48 


42 


33 


テレビジョン 
の 音声 （洋室） 


1 c 插翻 m 恶ネ 日ん 

1 1" 里 リリ w 組 <L 


|H! 1.13.1 /J^ o 丄匚 I.eU 














ビデオテープ レ 
コーダから 再生 


1 800 mm, 床上 
I 100 mm 


53 


50 


50 


46 


41 


34 


電気掃除機の 


能力 ^ 


部屋の 中央， 床上 


72 


60 


59 


64 


61 


58 


動作 音 （和室） 


能力 "弱" 


1 500 mm 


66 


60 


54 


56 


53 


53 


電気掃除機の 


能力 ^ 


部屋の 中央， 床上 


73 


61 


60 


64 


61 


59 


動作 音 （洋室） 


能力 "弱" 


1 500 mm 


67 


62 


55 


58 


54 


52 




角牛 


2 生活環境 音の 測定 条件に 


関する 詳細 事項 









測定 場所 


一般 家屋 6 件 及び モデル ハ ゥ ス 8 件， 計 14 件 


測定 対象と した 設備 及び 機器 


流し台， こんろ， 換気扇， 電子レンジ， 電気 洗濯 K， 電気 衣類 乾燥機， 洗面台， 
浴室 設備， 及び テレビジョン は， 測定 場所に 既に 設置され ている 設 及びお 器 を 
使用。 電気掃除機 及びへ アド ライヤ は， すべての 測定 場所で 同一の 機 ^を 使用。 


測定 時間 


1 分 間。 ただし， テレビジョンの 音声 は 32 分 間。 


その他 


テレビジョンの 音声の 出力 音 圧 レベル は， 60 歳 代の 聴取者の 平均 聴取 レベル を 測 
定 した 結果 ( 7 ) に 基づく。 



注 o 倉片憲 治， 久場 * 良， 木 塚 朝 博， ロノ 町康 夫： 高齢者の 聴 

学会 誌， 35 巻 3 号， pp. 169- 176 (1999) 



聴取 音量の 関係， 日本人 間ェ 



解 10 

^作 嵇法 により 無断での 複製， 'お 載 等 はお 止されて お り ■ 



原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 （報知 音） J1S 原案 作成 委員会 構成 表 



氏名 



所属 



(委員長） 
(委員） 



(関係者） 
(事務局） 



西 


原 


主 


計 


神奈川 工科大学 


猪 


股 


功 


ぬ 
ン Li、 


社会福祉 法人 日本 盲人 会 連合 


岩 


村 


公 


隆 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 


長 


見 


萬 里 野 


財団法人 日本 消費者 協会 


尾 


身 


健 




社団法人 日本 電機 工業 会 


川 


原 


久美子 


主婦 連合会 


ロノ 町 


康 


夫 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 人間 福祉 医 工学 研究 部門 


小 


塚 


通 


宏 


財団法人 共用 品 推進機 構 


沢 


田 


和 


夫 


社団法人 東京都 老人 ク ラ ブ 連合会 


清 


水 


博 


一 


情報通信 ネッ ト ワーク 産業 協会 


舘 


野 




誠 


リ ォ ン 株式会社 聴 能 技術 部 


田 


中 


徹 


一 


社会福祉 法人 日 本 点字 図書館 


野 


津 


時 


二 


社団法人 日 本 住宅 設備 シ ス テム 協会 


八 


田 




勲 


財団法人 日本規格協会 


樋 


P 


和 


雄 


社団法人 電子 情報技術 産業 協会 


別 


所 


敏 


明 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 


星 




珠 


枝 


日本 消費者 生活 アドバイザー • コンサルタント 協会 


丸 


山 


昭 


巳 


社団法人 日 本ガ ス 石油 機器 工業 会 


水 


野 


克 


己 


补団 法人 ビ 、づ ネ ス 機械 • 情報 シス テ ム 産業 協会 


山 


口 




勲 


財団法人 家電 製品 協会 


半 旧 


橋 




行 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


倉 


片 


害 


治 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 人間 福祉 医 工学 研究 部門 


山 


内 




徹 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


江 


P 


信 


彦 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


稲 


垣 


勝 


地 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


川 


勝 


博 


司 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 成果 普及 部門 


大 


ネ田 


敏 


彦 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 


松 


下 






独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 



(文責 倉片 憲治） 



解 " 

： お 作 怖 法に よ り 無断での 複製， 転 等 は 禁止され ており ます。 
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白 紙 



解 12 



お 作 権 法に より 無断での 複製， 転 诹 等は禁 は: されて おります。 



★ 内容に ついての お 問合せ は, 傑 準 部樑準 ^査課 [FAX(03)3405-554I Tf;L(03)5770-l573 j へ ご 連 

絡く ださい。 

★JIS 規格お の ほが 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標準化 ジャーナル" に， 正 ■ ^の 内容 を揭敝 いたします。 

(2) 則と して^ 月 第 3 火曜 口に， "日経 産粱 新閒" 及び "日刊 ェ粱 新聞" の JIS^ 行の 広告 W 
で， 正^ 粟が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 

なお， 当 協会の J は予杓 者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 粟が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 普及 事 蒗部カ ス タマ一 サ一 ビス 課 [TEL(03)3583-8002 FAX(03)3 583 -0462] 

又は 下記の 当 協会 & 支部に おきましても ご注文 を 承って お ります ので， お 申込みく ださい。 



JIS S0014 

高齡者 • 障害者 配 應 設計 指針 一 消費生活 製品の 報知 音 
妨^^ 及 び 聡^ の カロ 齢变化 を 考^した 圧 レベル 



下 成 15 年 10 月 20 日 第 1 K 発行 



？ S ， - \\-- 

発 fl 人 



坂 倉 省 吾 



^斤 所 

財団法人 日本規格協会 

〒 107-8440 東お^ 港 区 赤 坂 4 丁目 卜 2<4 



札 浸 支部 
* 北支 部 
名 古 厘 支部 



広 島 支部 
四国 支部 



〒060-0003 札幌市 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 礼 視大问 生命 ビル 内 
TEL (01 1)261-0045 FAX (011)22 M020 
お^ ： 02 760-7 -43 51 

〒リ 仙 台 巿靑^ 町 2 丁目 5-22 GE エジソン ビル f 山 台 内 

TEL (022)227- お 36( 代お） FAX (022)266-0905 

^ ： 0220O-J-S166 
T460-0008 名古屋 市中 区栄 2 丁目 6-1 白! II ビル 別館 内 

TE し （052)22 レ 831 6( 代/わ FAX (052)203-1806 

お ft ： OOSOO-2-23283 
T 54 1-0053 大阪市 中央 区 本 町 3 丁目 4-10 本 町野忖 ビル 内 

TEL(06)626 卜 S086( 代お） FAX (06)6261-91 [4 

お H ： 00910-2-26^6 
〒73Q~0mi 広 島 市中 区 基 町 544 広 ft 商工 会 fll 所 ビル 内 

TBL (082)22 1-7023,70357036 FAX <0S2)223-7568 

娠 W ： 01340-9-9479 
〒7 ぽ HlUn « 忪巿ん 町 2 丁冃 2-10 J PR ^fe ビル 内 

TEL (OS7J82 1 -785 1 FAX (087)821-326 1 

Jgff ： 016SO-2-3359 
T8)2^X)25 謳 H 市 » 多 EffiB 町 卜 31 東 S (生命 ffl 岡 ビル 内 

TEL^O92)2S2-9080 FAX (092)282-91)8 

fcf't ： 0J79O-5-21632 
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